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A D D R E S S

▶JR総武中央線「市ヶ谷」駅より徒歩5分
▶東京メトロ有楽町線・南北線

 「市ヶ谷」駅5・6出口より徒歩2分
▶都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」駅より徒歩5分

A C C E S S

月曜日 ～ 金曜日････････9:00～16:30
第 1・3・5土曜日････････9:00～11:30
※初診の受付 午前････････9:00～11:00

 午後･･････13:00～16:00

受 付 時 間

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
内
分
泌
外
来
で
は
甲

状
腺
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
診
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
値
に
つ
い
て
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
結
果
を
お
話
し
し
、

あ
る
程
度
治
療
方
針
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
結
節
な
ど
が
あ
り
外
科
的

な
検
査
が
必
要
な
時
に
は
、
専
門
の
外

科
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
甲
状
腺
疾
患
は
長
期
の
通
院
が
必
要

な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
病
態
が
落
ち

着
い
て
い
る
方
に
は
ハ
ガ
キ
で
結
果
を

お
知
ら
せ
し
た
り
、
長
期
に
処
方
す
る

な
ど
し
て
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
し
や
す
い
雰

囲
気
を
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

▼
担
当
し
て
い
る
外
来
の
特
徴

▼
大
切
に
し
て
い
る
こ
と岩間カールソン 彩香

日本甲状腺学会専門医
日本小児科学会専門医

内分泌科 の 担当医師より一言

診療科目

内科 内分泌科

肺放射線診断科 糖尿病内科

消化器内科

婦人科

循環器内科

乳腺外科

呼吸器内科

い わまか ーるそん  さい か
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弯
症
検
診
の

問
題
点
と
今
後

［
学
校
保
健
特
集
］

体と向き合う時間をつくりませんか
人間ドック          公益財団法人 

東京都予防医学協会の で

マルチスライス
CTで
高品質の
健康チェック

1
受診者全員に
保健相談を
実施

2
ワンフロアで
スムーズな
検診を実現

3
管理栄養士
考案の

お弁当ランチを
ご提供

4
大腸内視鏡
検査など

アフターフォローも
充実

5

本会の人間ドックの5つの特色

健康的な毎日を送れるよう、精度の高い検査と心をこめたサービスで、
皆様の健康づくりをサポートいたします。

（受付時間／月～金 9：00 ～ 17：00）

ご予約電話
携帯電話からは 03-3269-2190

0120-128-177 東京 予防医学 検索
https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp
予約前後に健康保健組合様へのお手続きが必要な場合がございます。
健康保健組合様の指示に従い、お手続きをお済ませください。
お支払いには各種クレジットカードをご利用いただけます。
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22 本会の活動から 25 Information

展望

運動器疾患の予防戦略 健康寿命の延伸をめざして06
松本守雄 慶應義塾大学医学部整形外科学教室 教授

日本整形外科学会 理事長

08 側弯症検診の問題点と今後 基礎研究とテクノロジーの応用

渡辺航太 慶應義塾大学医学部整形外科学教室 准教授

19
管理栄養士とめぐる歴食の旅 連載

「『おやつ』を上手に摂るには」

【管理栄養士コラム】

21
福岡伸一

『新版 動的平衡――生命はなぜそこに宿るのか』 
礒辺啓二郎 いそべ整形外科 院長

おすすめの一冊　

14 睡眠学入門 快適な眠りにいざなうために 連載

休日の過ごし方の工夫
事例から学ぶ 感染症対策 連載15

堀　成美 国立国際医療研究センター 特任研究員

家庭と集団での衛生管理の違い
小曽根基裕 久留米大学医学部

神経精神医学講座 准教授

16 新・産業医訪問 連載

宮下  琢 株式会社電通国際情報サービス
産業医

20
からだ整えていますか？ 連載

「腰をいたわる方法②」

【健康運動指導士コラム】

18
私の健康づくり 連載

「ゴルフとジムで体力アップ」

【保健師コラム】

17
思い出のランドセルギフト
子どもたちの思いを乗せて

C O N T E N T S
04 年頭に寄せて

尾﨑治夫 東京都医師会 会長 ／矢内真理子 東京都福祉保健局 技監

学校保健特集



年 頭 に 寄 せ て
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尾
﨑
治
夫

東
京
都
医
師
会 

会
長

リ
ア
フ
リ
ー
も
含
め
、
障
害
者
と
の
真
の
共
存

を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
掲
げ
た
、
運
動
で
健
康
に
な
る
と
い

う
意
識
改
革
は
、
こ
れ
か
ら
超
高
齢
社
会
が
進

む
日
本
で
は
、
ぜ
ひ
と
も
取
り
組
む
べ
き
意
識

改
革
で
す
。

　

リ
ス
ク
要
因
別
の
死
亡
原
因
の
１
位
で
あ
る

喫
煙
、
３
位
で
あ
る
運
動
不
足
。
オ
リ
・
パ
ラ

を
機
会
に
対
策
が
進
む
と
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク

が
回
避
さ
れ
、
熱
中
症
、
感
染
症
対
策
等
の
前

進
と
相
ま
っ
て
、
疾
病
予
防
お
よ
び
介
護
予
防

に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
皆
さ
ん
方
に
も
ご

協
力
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
ら
の
レ
ガ
シ
ー
を
残

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
も
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
今

後
温
暖
化
が
さ
ら
に
進
む
わ
が
国
で
の
有
効

な
対
策
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

外
国
人
医
療
に
つ
い
て
も
、
観
光
立
国
を

め
ざ
す
わ
が
国
で
は
、
オ
リ
・
パ
ラ
を
機
会

に
さ
ら
に
訪
日
外
国
人
が
増
え
て
い
く
こ
と

を
考
え
る
と
、
こ
の
機
会
に
充
実
し
た
対
策

を
立
て
て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

感
染
症
対
策
で
は
、
少
な
く
と
も
ワ
ク
チ

ン
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
麻
し
ん
、

風
し
ん
、
侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症
に
つ
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
多
く
の
大
会
関

係
者
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
要
望
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
心
の
バ

団
体
や
区
市
町
村
の
皆
様
と
と
も
に
、
都
民
や

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
・
事
業
者
の
方
々
へ
の
周
知

を
進
め
る
な
ど
、
新
し
い
制
度
の
円
滑
な
ス
タ

ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
合
目
標
と
し
て
「
健
康
寿
命
の

延
伸
」
と
「
健
康
格
差
の
縮
小
」
を
掲
げ
た
「
東

京
都
健
康
推
進
プ
ラ
ン
21
（
第
二
次
）」
で
は
、

昨
年
度
の
中
間
評
価
を
踏
ま
え
、
が
ん
予
防
・

早
期
発
見
普
及
啓
発
や
糖
尿
病
予
防
対
策
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
安
全
分
野
の
施
策
に
つ
い
て
も
、
昨
年

ま
で
の
風
し
ん
患
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、
区
市

町
村
と
連
携
し
て
、
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
に

引
き
続
き
取
り
組
む
な
ど
、
手
綱
を
緩
め
る
こ

と
な
く
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
福
祉
保
健
局
で
は
誰
も
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
東
京
を
実
現
す
る
た
め
、

東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
団
体
や
区
市
町
村
等
と
緊
密
に
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
よ
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

年
の
条
例
制
定
後
、
段
階
的
に
施
行
し
て
き

た
「
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
が
本
年

４
月
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
健
康
増
進
法
の
施
行
と
併
せ
、
す
べ

て
の
施
設
は
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
り
、
技
術

的
基
準
を
満
た
し
た
喫
煙
室
で
の
み
喫
煙
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

都
の
条
例
で
は
、
特
に
健
康
影
響
を
受
け

や
す
い
20
歳
未
満
の
子
ど
も
や
、
受
動
喫
煙

を
防
ぎ
に
く
い
立
場
に
あ
る
従
業
員
を
受
動

喫
煙
か
ら
守
る
観
点
か
ら
独
自
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
条
例
の
全
面
施
行
に
向
け
、
関
係

矢
内
真
理
子

東
京
都
福
祉
保
健
局 

技
監

の
福
祉
保
健
医
療
行
政
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
、
世
界
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
や
大
会
関
係

者
、
多
く
の
観
客
が
東
京
に
集
ま
り
ま
す
。

　

都
で
は
開
催
都
市
と
し
て
国
や
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
大
会
運

営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
医
療
分
野
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
一
昨

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
皆
様
に
は
東
京
都

謹
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
オ
リ
・
パ
ラ
）
開

催
ま
で
、
あ
と
２
０
０
日
余
り
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
で
は
、

新
幹
線
や
首
都
高
速
道
路
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
り
、
そ
の
後

の
わ
が
国
の
経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
の
オ
リ
・
パ
ラ
で
は
、

私
ど
も
東
京
都
医
師
会
は
、
こ
の
機
会
に
予

防
医
療
を
中
心
と
し
た
医
療
体
制
づ
く
り
を

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
し
、
そ
の
後
の
少
子
高

齢
社
会
の
中
で
の
健
康
寿
命
延
伸
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
が
掲
げ
る
レ
ガ
シ
ー
は
、
①
タ
バ

コ
対
策
②
熱
中
症
対
策
③
外
国
人
医
療
対
策

④
感
染
症
対
策
⑤
障
害
の
あ
る
人
と
共
存
す

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
⑥
運
動
で
健
康
に
な
る

―
―
と
い
う
意
識
改
革
で
す
。

　

タ
バ
コ
対
策
は
、
オ
リ
・
パ
ラ
に
向
け
て

新
た
に
制
定
さ
れ
た
、
子
ど
も
と
従
業
員
を

守
る
「
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
の
制

定
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
後
飛
躍
的
に
進
ん

で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
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運
動
器
は
身
体
運
動
に
関
わ
る
骨
、

筋
肉
、
関
節
、
神
経
な
ど
の
総
称
で
、

加
齢
や
外
傷
な
ど
に
よ
り
障
害
さ
れ
る

と
、
移
動
機
能
の
低
下
を
来
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
２
０
０
７
年
に

日
本
整
形
外
科
学
会
は
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）
と
名
付
け
、

そ
の
予
防
と
治
療
、
社
会
へ
の
啓
発
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
ロ
コ

モ
の
患
者
は
、
軽
症
も
含
め
る
と
全
国

で
４
６
０
０
万
人
も
い
る
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
２
０
１
６
年
の
厚
生
労
働
省

の
調
査
で
は
要
介
護
・
要
支
援
の
原
因

の
約
４
分
の
１
が
ロ
コ
モ
に
関
連
し
た

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
わ

が
国
で
、
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
た

め
に
は
高
齢
者
の
就
労
も
含
め
た
社
会

参
加
が
不
可
欠
で
す
が
、
高
齢
者
で
は

運
動
器
疾
患
の
た
め
に
就
労
が
困
難
、

転
倒
な
ど
に
よ
る
労
働
災
害
の
頻
度
が

高
い
、
な
ど
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
小
児
で
も
運
動
器
の
健
全
な

発
育
が
非
常
に
重
要
で
す
が
、
子
ど
も

の
数
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
学
校
で
の
体
育
事
故
は
む
し
ろ
増
え

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
関

節
の
硬
さ
、
筋
力
の
不
十
分
な
発
達
な

ど
が
そ
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
児
の
運
動
器
障
害
に
は
運
動
不
足

に
よ
る
運
動
器
の
発
達
不
良
と
、
運
動

の
し
過
ぎ
に
よ
る
運
動
器
の
故
障
が
あ

る
と
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
し
っ
か
り
と
し

た
対
策
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
全
世
代
を
通
じ
て

運
動
器
を
い
か
に
健
全
に
保
つ
か
と
い

う
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

わ
が
国
で
は
１
９
７
８
年
に
学
校
保

健
法
（
現
・
学
校
保
健
安
全
法
）
の
施

行
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
側
弯
症
学

校
検
診
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

検
診
方
法
は
各
自
治
体
に
任
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
般
的
に
は
１
次
検
診
は
校

医
（
一
部
で
養
護
教
員
、整
形
外
科
医
）

に
よ
る
問
診
、
前
屈
テ
ス
ト
な
ど
に
よ

る
視
診
で
行
わ
れ
、
２
次
検
診
あ
る
い

は
３
次
検
診
で
整
形
外
科
を
受
診
し
ま

す
。
東
京
都
予
防
医
学
協
会
な
ど
で
も

用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
よ
り
客
観

的
な
１
次
検
診
の
方
法
と
し
て
モ
ア
レ

法
を
採
用
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
学
校
で
の
運
動

器
検
診
が
開
始
さ
れ
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
毎
年
、
運
動
器

1986年慶應義塾大学医学部卒業。
1998年より米国ALBANY医科
大学留学、2008年より慶應義塾
大学医学部整形外科学教室准教
授を経て、2015年より同教授。
2017年より慶應義塾大学病院副
病院長。2019年5月日本整形外科 
学会理事長に就任。

松 本 守 雄
慶應義塾大学医学部
整形外科学教室 教授

日本整形外科学会 理事長

まつもと　もりお

運動器疾患の
予防戦略

展 望

健康寿命の延伸をめざして
少子高齢化が進む中、健康寿命の延伸に向けた
取り組みが求められています。
とりわけ運動器の障害は、
進行すると要介護や寝たきりのリスクが高まることから、
早期からの予防や治療が重要とされています。
そこで、日本整形外科学会理事長で、
本会の検診を長年ご指導くださっている松本守雄先生に
運動器疾患の予防戦略について語っていただきました。

の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

運
動
器
検
診
で
は
、
側
弯
症
に
加
え

て
、
家
庭
で
の
問
診
票
に
基
づ
い
て
校

医
に
よ
り
四
肢
関
節
、
腰
の
チ
ェ
ッ
ク

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

運
動
器
検
診
導
入
後
は
、
そ
れ
以
前

と
比
較
し
て
、
各
地
域
で
１
次
検
診
の

側
弯
陽
性
率
が
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
運
動
器
検
診
導
入
に
よ
る
、
学

校
医
、
養
護
教
諭
、
お
よ
び
保
護
者
の

側
弯
症
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
背

景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
自
治
体
で
は
、
運
動
器
検
診

導
入
後
も
従
来
の
側
弯
症
検
診
を
並
行

し
て
行
っ
て
お
り
、
毎
年
行
う
運
動
器

検
診
で
は
連
続
性
、
悉し

っ

皆か
い

性せ
い

と
い
う
利

点
、
特
定
の
学
年
で
行
わ
れ
る
従
来
の

側
弯
症
検
診
で
は
専
門
性
と
い
う
利
点

が
あ
り
、
費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
必

要
は
あ
り
ま
す
が
、
両
者
の
並
立
に
よ

り
側
弯
検
診
率
の
向
上
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

四
肢
関
節
や
腰
の
異
常
に
つ
い
て
は

側
弯
よ
り
頻
度
が
少
な
い
で
す
が
、
中

に
は
腰
椎
の
疲
労
骨
折
で
あ
る
分
離
症

や
肘
・
膝
の
軟
骨
損
傷
な
ど
、
整
形
外

科
に
よ
る
専
門
的
治
療
を
必
要
と
す
る

疾
患
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
体
が
硬

い
、し
ゃ
が
み
込
み
が
で
き
な
い
な
ど
、

病
気
と
は
い
え
な
い
も
の
の
運
動
器
に

問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
適
度
な
運
動
を
励
行
す
る
な
ど
の
対

応
が
必
要
で
す
。

　

日
本
整
形
外
科
学
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
運
動
器
検
診
に
関
す
る
説
明
と

と
も
に
、
事
後
措
置
に
対
応
で
き
る
医

療
機
関
の
リ
ス
ト
を
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
（https://w

w
w

.joa.or.jp/
public/m

otion/index.htm
l

）、
検
診

で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
に
は
一
度

受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

40
㌢
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
片
脚
で

立
て
な
い
場
合
（
図
）
に
は
ロ
コ
モ
の

初
期
と
判
定
さ
れ
、
40
歳
未
満
で
も
す

で
に
ロ
コ
モ
が
始
ま
っ
て
い
る
方
が
少

な
か
ら
ず
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

将
来
、
介
護
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
若
い
時
か
ら
適
度
な
運
動
が

必
要
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
加

え
、
家
で
も
で
き
る
片
脚
立
ち
や
ス
ク

ワ
ッ
ト
な
ど
（
ロ
コ
ト
レ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
）
を
励
行
す
る
こ
と
で
移
動
機

能
の
維
持
、
転
倒
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
骨
や
筋
肉
を
維
持
す
る
た
め

に
、
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
の
豊
富
な
食
事
を
し
っ
か
り
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ロ
コ
モ
度
が
進
み
、
腰
や
関
節
の
痛

み
や
機
能
障
害
で
日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
場
合
に
は
整
形
外
科
の
受
診
が
必

要
で
す
。

　

ロ
コ
モ
の
原
因
疾
患
と
し
て
は
、
腰

の
加
齢
で
生
じ
る
腰
部
脊
柱
管
狭き

ょ
う
さ
く窄

症
、

関
節
の
加
齢
に
よ
り
生
じ
る
変
形
性
関

節
症
、
女
性
に
多
く
見
ら
れ
る
骨
粗
鬆し

ょ
う

症
、
筋
肉
が
減
少
す
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
疾
患
の
多
く
は
薬
物
、
注

射
、
物
理
療
法
な
ど
に
よ
る
保
存
療
法

で
症
状
の
改
善
が
得
ら
れ
ま
す
が
、
無

効
の
場
合
に
は
手
術
が
必
要
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
患
者
の
方
々
に
負
担
の
少
な

い
低
侵
襲
手
術
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

整
形
外
科
手
術
の
成
績
は
向
上
し
て
い

ま
す
。

　

運
動
器
疾
患
は
全
世
代
を
通
じ
た
問

題
で
あ
り
、
検
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発

見
と
適
切
な
予
防
・
治
療
に
よ
り
運
動

器
の
健
康
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
ロ
コ
モ
対
策
に
よ
り
健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
る
こ
と
は
少
子
高
齢
化
が

進
む
わ
が
国
に
お
い
て
、
社
会
の
活
力

を
維
持
す
る
上
で
極
め
て
重
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

課
題
は
、全
世
代
を
通
じ
た

運
動
器
疾
患
の
予
防

学
校
に
お
け
る

運
動
器
検
診
の
役
割

若
い
時
か
ら
始
め
よ
う

ロ
コ
モ
の
予
防
対
策

お
わ
り
に

立ち上がりテスト〈 片脚の場合 〉図

①40㎝の台に両腕を組んで腰掛けます
②左右どちらかの脚を上げます
　この時、上げた方の脚のひざは軽く曲げます
③反動をつけずに立ち上がり、
　そのまま３秒間保持します

〈 注意点 〉
●無理をしないよう、気をつけましょう
●テスト中、ひざに痛みが起きそうな場合は中止してください
●反動をつけると、後方に転倒する恐れがあります

日本整形外科学会公式ロコモティブシンドローム予防啓発公式サイト「ロコモ度テスト」より

反動をつけずに
立ち上がる

ひざは軽く曲げてもOK

立ち上がって
３秒間保持

（https://locomo-joa.jp/check/test/）
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脊
柱
側
弯
症
と
は
、
本
来
は
正
面
か

ら
見
て
真
っ
直
ぐ
に
配
列
し
て
い
る
脊

柱
が
、
左
右
に
捩
れ
る
よ
う
に
湾
曲
す

る
疾
患
で
す
（
図
１
）。

　

脊
柱
側
弯
症
の
疾
患
背
景
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大

部
分
を
占
め
る
の
が
、
明
ら
か
な
発
症

原
因
の
わ
か
ら
な
い
「
思
春
期
特
発
性

側
弯
症
」
で
す
。

　

思
春
期
特
発
性
側
弯
症
の
重
度
進
行

例
で
は
、
か
ら
だ
の
捩
れ
や
姿
勢
の
歪

み
と
い
っ
た
整
容
的
な
問
題
以
外
に
も
、

心
肺
系
の
障
害
や
運
動
器
系
の
障
害
を

引
き
起
こ
し
て
学
童
の
健
康
を
大
き
く

害
す
る
こ
と
か
ら
、
脊
柱
側
弯
症
学
校

検
診
（Scoliosis School Screening

、
以

下
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
が
１
９
７
９
年
度
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
は

運
動
器
学
校
検
診
と
し
て
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

運
動
器
学
校
検
診
で
は
、
ま
ず
家
庭

で
児
童
の
背
骨
や
手
足
の
問
題
に
つ
い

て
評
価
を
行
い
、
そ
の
後
、
学
校
医
に

よ
る
視
触
診
が
実
施
さ
れ
、
脊
柱
側
弯

症
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
整
形
外
科
を
受

診
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

米
国
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
、
１
９
６
３
年

に
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
エ
イ
キ
ン（A

itken

）

と
い
う
町
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
０
３
年
に
は
21
も
の
州
で
Ｓ
Ｓ
Ｓ

が
法
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
米
国
予
防
医
学
専
門
委
員

会
は
１
９
９
６
年
に
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
を
施
行

す
る
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
」
と

コ
メ
ン
ト
を
出
し
、
さ
ら
に
２
０
０
４

年
に
は
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
を
施
行
す
る
十
分
な

根
拠
が
な
い
の
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
推
奨
し

な
い
」
と
い
う
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を

出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、多
く
の
国
々
で
も
１
９
７
０

年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
Ｓ
Ｓ
Ｓ
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、低
い
費
用
対
効
果
、

高
い
偽
陽
性
率
な
ど
の
問
題
で
、
カ
ナ

ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス

は
Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
対
し
て
否
定
的
な
立
場
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｓ
を
中

止
し
た
代
わ
り
に
、
側
弯
症
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
学
童
の
家
庭
に
配
布

し
、
家
庭
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

方
式
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
家
庭

医
に
対
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
側
弯
症
の
教
育
を
行
い
、
側
弯
の

疑
い
が
あ
る
児
童
は
家
庭
医
を
受
診
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、

香
港
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。

背
骨
が
捩ね
じ

れ
る
よ
う
に
湾
曲
す
る
側
弯
症
。

特
に「
思
春
期
特
発
性
側
弯
症
」は
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
発
症
す
る
も
の
で

そ
の
9
割
以
上
が
女
児
で
あ
り
、発
生
率
は
女
子
中
学
生
の
1
～
2
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
は
長
年
側
弯
症
検
診
を
実
施
し（
表
）、ま
た
最
近
で
は
検
査
機
器
の
開
発
や

側
弯
症
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
研
究
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
号
は
、開
発
・
研
究
の
際
に
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た
側
弯
症
研
究
の
第
一
人
者
、

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
の
渡
辺
航
太
先
生
に
側
弯
症
検
診
の
問
題
点
や

今
後
に
つ
い
て
ご
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

1997年慶應義塾大学医学部卒業。同大
医学部整形外科に入局。2005年から1年
間の米国ワシントン大学整形外科留学。
2015年慶應義塾大学整形外科専任講師、
2019年5月より現職。
専門：脊椎一般、脊柱変形、腰椎内視
鏡下手術、側弯症

渡 辺  航 太
慶應義塾大学医学部

整形外科学教室 准教授

わ たな べ 　 こお た

側
弯
症
検
診
の

歴
史
と
世
界
の
状
況

側
弯
症
検
診
の

  
問
題
点
と
今
後

基
礎
研
究
と
テ
ク
ノロ
ジ
ー
の
応
用

［
学
校
保
健
特
集
］

東京都予防医学協会「年報」2019年版より https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/nenpo/　

区分

１次・モアレ撮影 ２次・直接Ｘ線撮影

受
診
者
数

異
常
者
数

（％）

異常者内訳 コブ角度別内訳

要
２
次
検
査

（％）

要
病
院
受
診  

（％）

次
年
度
モ
ア
レ

(％ )
10
度
未
満

（％）

10
度
～
14
度

（％）

15
度
～
19
度

（％）
20
度
以
上

（％）

小
学
校

男 18,031 371 （2.06） 11 （0.06） 2 （0.01） 358 （1.99） 3 （0.02） 3 （0.02） 1 （0.01） 2 （0.01）

女 17,401 1,214 （6.98） 134 （0.77） 8 （0.05） 1,072 （6.16） 15 （0.09） 27 （0.16） 29 （0.17） 40 （0.23）

計 35,432 1,585 （4.47） 145 （0.41） 10 （0.03） 1,430 （4.04） 18 （0.05） 30 （0.08） 30 （0.08） 42 （0.12）

中
学
校

男 14,438 830 （5.75） 63 （0.44） 9 （0.06） 758 （5.25） 14 （0.10） 15 （0.10） 4 （0.03） 12 （0.08）

女 16,053 2,343 （14.60） 465 （2.90） 59 （0.37） 1,819 （11.33） 29 （0.18） 93 （0.58） 110 （0.69） 106 （0.66）

計 30,491 3,173 （10.41） 528 （1.73） 68 （0.22） 2,577 （8.45） 43 （0.14） 108 （0.35） 114 （0.37） 118 （0.39）

合
計

男 32,469 1,201 （3.70） 74 （0.23） 11 （0.03） 1,116 （3.44） 17 （0.05） 18 （0.06） 5 （0.02） 14 （0.04）

女 33,454 3,557 （10.63） 599 （1.79） 67 （0.20） 2,891 （8.64） 44 （0.13） 120 （0.36） 139 （0.42） 146 （0.44）

計 65,923 4,758 （7.22） 673 （1.02） 78 （0.12） 4,007 （6.08） 61 （0.09） 138 （0.21） 144 （0.22） 160 （0.24）

東京都予防医学協会の脊柱側弯症検診の実施成績表 （2017年度）

注）受診者数は検診対象学年のモアレ撮影数
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
点
で
す
。

A
dam

s
に
よ
り
考
案
さ
れ
たForw

ard 
bending test

（
前
屈
テ
ス
ト
）
や

scoliom
eter

（
脊
柱
側
弯
計
）
は
、

安
価
で
簡
易
な
方
法
の
た
め
広
く
普
及

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
高
い
偽
陽
性

率
や
偽
陰
性
（
見
落
と
し
）
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

脊
椎
の
専
門
医
以
外
に
よ
る
前
屈
テ

ス
ト
やscoliom

eter

に
よ
る
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
は
、
検
査
を
行
う
人
に
よ
っ

て
そ
の
基
準
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、

見
落
と
し
を
恐
れ
て
検
診
者
が
疑
心
暗

鬼
に
な
る
と
、
正
常
例
や
治
療
の
必
要

の
な
い
非
常
に
軽
度
な
側
弯
症
例
の
受

診
が
増
え
、偽
陽
性
率
が
は
ね
上
が
り
、

Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
質
が
担
保
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
検
診
者
の
主
観
が
検

診
結
果
に
影
響
す
る
以
上
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の

精
度
向
上
と
均
一
化
は
見
込
め
な
い
で

し
ょ
う
。

　

費
用
対
効
果
も
重
要
な
要
素
で
す
。

自
治
体
に
よ
っ
て
児
童
１
人
に
対
す
る

予
算
に
差
が
あ
る
点
も
問
題
で
す
が
、

そ
も
そ
も
十
分
な
予
算
が
割
り
当
て
ら

れ
て
い
な
い
点
が
さ
ら
に
大
き
な
問
題

だ
と
い
え
ま
す
。

シ
ル
エ
ッ
タ
ー
法
、
モ
ア
レ
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
体
表
面
の
形
状

を
等
高
線
で
表
示
す
る
モ
ア
レ
画
像
検

査
は
、
体
幹
の
非
対
称
性
を
鋭
敏
に
評

価
で
き
る
方
法
で
す
。
表
示
さ
れ
た
等

高
線
状
の
縞
が
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
た
め
、

あ
る
程
度
の
定
量
性
と
客
観
性
が
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
得
ら
れ
た
画
像
の
解
釈
に

は
専
門
性
が
あ
り
、
判
定
結
果
は
あ
く

ま
で
も
側
弯
の
有
無
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
カ
ー
ブ
タ
イ
プ
や
カ
ー
ブ
の
大

き
さ
（
コ
ブ
角
）
の
推
定
と
い
っ
た
詳

細
な
診
断
は
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
問

題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
モ
ア
レ
画

像
を
撮
影
す
る
機
器
が
販
売
中
止
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
新
た
な
検
査
機
器
の

開
発
が
急
務
で
し
た
。

　

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
慶
應
義
塾
大
学
整

形
外
科
学
教
室
は
、
東
京
都
予
防
医
学

協
会
な
ら
び
に
株
式
会
社
ス
ペ
ー
ス
ビ

ジ
ョ
ン
と
共
同
で
、
児
童
の
背
部
の
撮

影
に
特
化
し
た
撮
影
装
置
「
３
Ｄ
バ
ッ

ク
ス
キ
ャ
ナ
ー
」を
開
発
し
ま
し
た（
図

２
）。　

　

本
機
器
の
特
徴
は
、
３
次
元
で
体
表

変
形
を
記
録
で
き
る
こ
と
、
蛍
光
灯
の

下
で
も
撮
影
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
撮

影
時
間
が
０
・
５
秒
未
満
で
あ
る
た
め

鮮
明
な
画
像
が
得
ら
れ
、
か
つ
多
く
の

児
童
の
検
診
が
短
時
間
で
可
能
に
な
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
３
次
元

　

そ
し
て
最
も
大
き
な
問
題
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｓ
の
効
果
に
関
す
る
明
確
な
エ
ビ
デ
ン

ス
が
な
い
た
め
、
費
用
対
効
果
の
検
討

自
体
が
困
難
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
世
界
的
に
み
て
も
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は

転
換
期
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生

研
究
所（National Institutes of Health

、

NIH

）の
サ
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
たBrA

IST
 

study

に
よ
っ
て
、
装
具
治
療
の
有
効
性

が
、
高
い
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
証
明

さ
れ
、
側
弯
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
解
決
す
る
べ
き
課
題
は
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
画
一
化
、
精
度
の

向
上
、
そ
し
て
費
用
対
効
果
を
含
め
た

エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
で
し
ょ
う
。

　

特
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
で
見
つ
か
っ
た
側
弯

症
の
予
後
を
し
っ
か
り
と
調
査
し
、
さ

ら
に
Ｓ
Ｓ
Ｓ
以
外
で
見
つ
か
っ
た
側
弯

症
の
予
後
と
比
較
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
で
見

つ
か
っ
た
側
弯
症
の
予
後
は
良
好
で
あ

る
、
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
す
る

こ
と
が
最
重
要
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
方
法
に
は
、
先
ほ
ど
触
れ
た
前
屈
テ

ス
ト
、scoliom

eter

の
他
、
視
診
、

で
の
撮
影
で
あ
る
た
め
、
モ
ア
レ
画
像

へ
の
変
換
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

画
像
撮
影
・
診
断
装
置
へ
の
応
用
が
可

能
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
モ
ア
レ
画
像
の

判
定
の
自
動
化
を
目
指
し
、
人
工
知
能

（
深
層
学
習
、Ａ
Ｉ
）を
用
い
て
、
モ
ア
レ

画
像
を
基
に
コ
ブ
角
と
椎
体
回
旋
の
程

度
を
予
測
す
る
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
し

た
。
こ
の
ソ
フ
ト
に
よ
り
コ
ブ
角
と
い

う
定
量
性
が
担
保
さ
れ
、
回
旋
の
程
度

を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
性
側

弯
や
境
界
領
域
の
側
弯
を
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
生

ま
れ
、
検
診
精
度
向
上
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
す
。

　

３
Ｄ
バ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
２
０
１
９

年
11
月
に
薬
事
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
判
定
ソ
フ
ト
に
つ
い

て
は
未
だ
臨
床
応
用
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
鋭
意
開
発
が
進
行
し
て
い
る

た
め
、
今
後
の
展
開
に
期
待
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
当
教
室
と
東
邦
大
学
医
学

部
社
会
医
学
講
座
、
そ
し
て
東
京
都
予

防
医
学
協
会
と
共
同
で
、
日
本
人
の
側

弯
症
に
関
連
す
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て

調
査
し
、
側
弯
症
と
食
習
慣
に
は
明
確

側
弯
症
検
診
の
問
題
点

今
後
の

側
弯
症
学
校
検
診

側
弯
症
と

食
習
慣
と
の
関
連

新しい検査機器（３Dバックスキャナー）の特徴図２

１.	体の背面までの距離や形状を３次元で測定した定量的データを基にしており、
	 従来のモアレ縞に比べ鮮明で正確な等高線を表示する
２.	背面左右の縞の本数の違いや縞の幅の違いで表される隆起を判別しやすく、
	 検査精度の向上が期待できる
３.	視診や触診だけの検査に比べ、
	 ３Dバックスキャナーを使用すると陽性的中率の向上が期待できる

左

側弯症の男児図１

●両肩の高さ、両肩甲骨の高さ、位置、脇線の曲がり方に左右差があります（左）
●前屈テストでは肋骨隆起が明らかです（中）
●X線写真では右凸の胸椎カーブを認めます（右）

〈 前屈テスト 〉 〈 X線写真 〉

右肩が
高い

右脇線が
凹んで
いる

右肋骨
隆起が
明らか

右肩甲骨
が高い

左 右

写真提供：日本臓器製薬

鮮明で、より正確な等高線を表示する
3Dバックスキャナー従来のモアレ縞

しま

側弯症検診の問題点と今後
基礎研究とテクノロジーの応用

［ 学 校 保 健 特 集 ］
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な
関
係
は
な
い
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
、

こ
の
場
を
借
り
て
そ
の
詳
細
を
報
告
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
研
究
成
果
は

２
０
１
９
年
10
月
１
日
、
人
間
栄
養
学

分
野
の
総
合
科
学
雑
誌
『N

utrients

』

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

側
弯
症
発
症
の
原
因
に
関
し
て
、
遺

伝
子
、
生
活
環
境
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
異
常
、
神
経
系
の
異
常
、
力
学
的
な

要
因
な
ど
多
く
の
研
究
報
告
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
遺
伝
的
要
因
に
関

し
て
、
当
教
室
は
、
理
化
学
研
究
所
骨

関
節
疾
患
研
究
チ
ー
ム
と
共
同
で
、
側

弯
症
の
発
症
に
関
連
す
る
遺
伝
子
の
研

究
を
行
い
、「
Ｌ
Ｂ
Ｘ
１
」「
Ｇ
Ｐ
Ｒ

１
２
６
」「
Ｂ
Ｎ
Ｃ
２
」
な
ど
多
く
の

関
連
遺
伝
子
を
世
界
に
先
駆
け
て
発
見

し
て
き
ま
し
た
（Ikuyo K

ou and 
N

ao O
tom

o 

et al., N
at. Com

m
un., 

2019

、
他
）。

　

一
方
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
行
わ
れ

た
研
究
か
ら
、
遺
伝
子
の
影
響
は
発
症

原
因
の
60
％
程
度
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
、

近
年
で
は
再
び
胎
内
環
境
や
出
生
後
の

生
活
環
境
、
ス
ポ
ー
ツ
歴
、
生
活
習
慣

な
ど
も
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
研
究
グ
ル
ー

プ
も
先
行
研
究
で
、
バ
レ
エ
な
ど
の
一

部
の
運
動
は
側
弯
症
と
関
連
が
あ
る
こ

と
を
報
告
し
て
い
ま
す
（W

atanabe 
K

 et al., J Bone Joint Surg A
m

. 
2017

）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
食
習
慣
が
側
弯
症

に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
た
詳
細
な
研

究
は
過
去
に
例
が
な
く
、
側
弯
症
に
な

ら
な
い
た
め
に
摂
取
す
べ
き
栄
養
素
・

食
品
、
そ
の
量
、
ま
た
は
摂
取
を
控
え

る
べ
き
栄
養
素
・
食
品
、
そ
の
量
に
つ

い
て
明
確
な
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
食
習
慣
が
与
え
る
影
響
に
関

し
て
は
、
多
く
の
側
弯
症
患
者
と
そ
の

保
護
者
だ
け
で
な
く
、
本
疾
患
に
関
心

の
あ
る
多
く
の
生
徒
や
そ
の
保
護
者
の

大
き
な
懸
念
事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
明
確
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

過
去
に
行
わ
れ
た
動
物
実
験
に
お
い

て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
B6
、
そ
し
て
銅

や
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
脊
柱

の
奇
形
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
人

の
側
弯
症
に
関
係
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
の
研
究
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
人
に
お
い
て
は
、
側
弯
症
患
者

で
見
ら
れ
る
骨
密
度
の
低
さ
と
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
の
低
さ
に
関
係
が
あ
る
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
側
弯
症
の

発
症
そ
の
も
の
と
関
連
の
あ
る
食
習
慣

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
に
研

究
が
な
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
今
回
、
側
弯
症
検
診
に
訪

れ
た
女
子
中
学
生
の
協
力
を
得
て
、
日

本
人
の
食
習
慣
と
側
弯
症
の
関
連
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
で
は
、
側
弯
症
を
発
症
し

や
す
い
10
～
14
歳
の
間
に
学
校
で
側
弯

症
検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
１
次
検
診
を
行
い
、
側
弯
症

の
疑
い
が
あ
っ
た
場
合
、
Ｘ
線
写
真
の

撮
影
を
含
む
２
次
検
診
を
受
診
。
そ
こ

で
専
門
医
に
よ
り
側
弯
が
診
断
さ
れ
ま

す
（
図
３
）。

　

思
春
期
特
発
性
側
弯
症
の
患
者
の
９

割
以
上
が
女
児
で
あ
る
た
め
、
今
回
の

研
究
で
は
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
２
次
検
診
を
受
診

し
た
女
子
中
学
生
を
対
象
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
研
究
は
２
０
１
３
年
か
ら

２
０
１
５
年
の
２
年
間
に
実
施
さ
れ
、

受
診
し
た
合
計
２
７
５
９
人
の
女
子
中

学
生
の
う
ち
、２
７
４
７
人（
99
・
６
％
）

が
研
究
へ
の
参
加
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に

側
弯
の
診
断
が
つ
い
て
い
る
女
子
中
学

生
は
調
査
対
象
か
ら
除
外
。
そ
の
他
、

先
天
性
側
弯
症
の
36
人
、
心
疾
患
合
併

例
の
20
人
、
て
ん
か
ん
既
往
例
の
あ
る

27
人
、
椎
体
奇
形
１
人
、
さ
ら
に
生
理

の
状
況
が
不
正
確
な
63
人
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
記
載
が
不
十
分
な
１
６
９
人
を
解

析
対
象
か
ら
外
し
、
最
終
的
に
、
過
去

の
側
弯
症
患
者
に
関
す
る
疫
学
研
究
と

比
較
し
て
最
大
と
な
る
２
４
３
１
人
を

解
析
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
研
究
参
加
者
の
Ｘ
線
写
真
を

撮
影
し
、
臨
床
的
な
診
断
基
準
に
基
づ

き
コ
ブ
角
15
度
以
上
を
側
弯
症（
注
）、

15
度
未
満
は
側
弯
で
な
い
と
定
義
し
ま

し
た
。
ま
た
、
身
長
・
体
重
の
計
測
を

行
い
、
生
理
の
状
態
や
生
活
習
慣
に
関

す
る
質
問
票
、
さ
ら
に
簡
易
型
自
記
式

食
事
歴
法
質
問
票
（
小
中
高
校
生
用
、

以
下BD

H
Q

15y

）
を
用
い
た
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

BD
H

Q
15y

は
、
調
査
日
か
ら
遡
っ

て
約
１
カ
月
間
程
度
の
習
慣
的
な
栄
養

素
・
食
品
摂
取
量
を
定
量
化
で
き
る
調

査
票
で
す
。

　

デ
ー
タ
取
得
後
は
、
統
計
学
的
方
法

を
使
い
、
年
齢
、
生
理
の
状
態
、
社
会

因
子
な
ど
が
、
側
弯
症
と
診
断
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
と
そ
う
で
な
い
グ
ル
ー
プ
の

間
で
差
が
出
な
い
よ
う
考
慮
し
、
グ
ル

ー
プ
間
の
比
較
が
正
確
に
行
え
る
よ
う

に
し
た
上
で
食
事
因
子
と
側
弯
の
関
連

を
検
討
し
ま
し
た
。

　

解
析
の
結
果
、
今
ま
で
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
B6
、
銅
、

マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
栄
養
素
摂
取
量
は
、

い
ず
れ
も
側
弯
症
と
明
確
な
関
連
は
な

く
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
多
く
含
む
牛

乳
・
乳
製
品
、
魚
介
類
、
肉
類
な
ど
の

食
品
摂
取
量
も
、
側
弯
症
と
明
確
な
関

連
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
食
習
慣
の
調
査
は
、
生
ま
れ
て

か
ら
中
学
生
に
な
る
ま
で
の
全
期
間
で

は
な
く
、
調
査
前
１
カ
月
間
程
度
の
食

習
慣
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
が
、
食

習
慣
は
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
と
の

研
究
も
存
在
し
（Lioret, S. et al. 

Eur. J. Clin. N
utr. 2013

、
他
）、
限

定
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
の
食
習
慣
に

関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
長
期
的
な

摂
取
量
の
多
寡
を
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
研
究
の
強
み
は
99
・
６

％
と
い
う
極
め
て
高
い
研
究
へ
の
参
加

率
と
、
参
加
者
数
が
２
４
３
１
人
と
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

　

さ
ら
に
、
参
加
者
全
員
が
専
門
医
に

よ
っ
て
Ｘ
線
写
真
に
基
づ
き
側
弯
の
診

断
を
受
け
て
い
る
た
め
、
診
断
の
信
頼

性
が
高
く
、
加
え
て
食
習
慣
の
情
報
は

妥
当
性
の
確
認
さ
れ
た
食
事
調
査
法
で

収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
、
生
理
の
状
態
、
社
会

因
子
な
ど
の
交
絡
因
子
を
十
分
に
検
討

し
、統
計
解
析
で
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

デ
ー
タ
は
２
年
間
と
い
う
短
い
間
に
収

集
さ
れ
た
た
め
、
世
代
に
よ
る
生
活
習

慣
の
変
化
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

先
行
研
究
で
は
、
肥
満
度
を
表
す
Ｂ

Ｍ
Ｉ
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５
未
満

の
痩
せ
傾
向
に
あ
る
女
児
に
側
弯
が
多

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ

れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
摂
食
障
害
、
過
剰

な
運
動
、
低
骨
塩
量
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
異
常
と
側
弯
症
と
の
関
連
が
示
唆

さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
※
関
連
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
）、
こ
れ
ら
に
関
す
る
詳
細
な

研
究
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
研
究
結
果
は

側
弯
症
で
悩
む
児
童
や
そ
の
家
族
へ
の

生
活
指
導
に
お
い
て
、
有
効
な
情
報
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

過
去
最
大
の

解
析
調
査
の
実
施

研
究
の
成
果
と
意
義

お
わ
り
に

本会の脊柱側弯症検診のシステム図３

２次検診

モアレ撮影
（立位背面）

２
次
検
査

要
治
療

正
常

学校医または
養護教諭の

視触診の抽出者 前年度２次検診で
「次年度直接X線撮影」の指示があった者

前年度
１次検診モアレ撮影で
「次年度再検査」の

指示のあった者

次
年
度
再
検
査

正
常

１次検診

要
観
察

・専門の整形外科医による
	 治療が必要な者

・	正常な範囲の者

①３〜６か月後に専門の
　整形外科医への
　受診が必要な者

②次年度に直接X線撮影
　を受ける必要がある者

※中学３年生については、
　要観察１年後

＊次年度直接X線撮影

＊他学年抽出

＊次年度再検査

＊対象学年
小学校５年生または６年生
中学校１年生または２年生

側弯症検診の問題点と今後
基礎研究とテクノロジーの応用

直
接
X
線
撮
影

整
形
外
科
医
の
診
察

要
病
院
受
診

※関連プレスリリース
「思春期特発性側弯症と
スポーツ活動や生活習慣との関連――
適切なスポーツ活動や生活習慣指導へ」

https://www.keio.ac.jp/ja/press-
releases/2017/2/16/28-19694/

（注）
今回の調査ではＸ線写真で
骨のコブ角が15度未満は、
側弯と診断しないで、解析を行っている。

［ 学 校 保 健 特 集 ］
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に
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
休
息
時
間
に
は
仕
事
モ
ー
ド
か
ら
自

分
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
て
、
自
分
の
た
め
に

過
ご
す
時
間
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

働
き
方
改
革
で
過
度
な
就
労
時
間
が
制
限

さ
れ
、
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
今
こ
そ
、

生
活
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
。
し
か
し
な
が
ら

そ
れ
を
う
ま
く
生
か
せ
て
い
な
い
方
は
多
く
、

自
分
の
た
め
に
過
ご
す
時
間
と
い
わ
れ
て
も
、

私
に
は
趣
味
が
な
い
か
ら
…
な
ど
と
考
え
て

し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　

立
派
な
趣
味
を
持
つ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
は
自
分
が
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
も
し
く

は
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」
と
思
え
る
時
間
を
持

つ
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
人
か
ら
褒
め
ら
れ
た

り
、
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
た
り
、
何
か
の
た

め
に
な
っ
た
り
、
金
銭
的
に
有
意
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
他
者
評
価
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

ヒ
ト
に
は
な
ぜ
だ
か
、
皆
が
嫌
が
る
こ
と

み
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
フ
の
時
間
を
意
識
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
で
、
恒
常
的
な
軟
禁
状
態
か
ら
脱
却
し
、

充
足
感
が
増
せ
ば
、
自
然
と
睡
眠
に
も
よ
い

心
境
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

か
？　
「
日
頃
の
疲
れ
を
取
る
た
め
に
寝
正

月
だ
っ
た
」「
帰
省
や
初
詣
で
忙
し
く
、
気

づ
い
た
ら
終
わ
っ
て
い
た
」
と
い
う
方
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

正
月
休
み
に
限
ら
ず
、
休
日
は
録
り
だ
め

し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
だ
ら
だ
ら
観
て
し
ま
っ

た
り
、Y

ouT
ube

な
ど
を
閲
覧
し
て
な
ん

と
な
く
夜
更
か
し
し
て
し
ま
っ
た
り
…
と
い

う
こ
と
は
な
い
で
す
か
？　

こ
の
よ
う
な
休

み
方
は
、
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
を
休
め
る
と
い

う
点
で
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
仕
事

の
た
め
の
休
み
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
仕
事

が
休
日
に
も
続
く
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
休
息
は
、
仕
事
と
は
異
な
っ
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
大
事
。「
生
き
る
糧
を
得
る

た
め
、
職
場
の
要
求
に
合
わ
せ
た
自
分
で
い

る
時
間
」
を
仕
事
と
捉
え
る
な
ら
、
休
日
は

「
自
分
の
た
め
に
自
分
ら
し
く
過
ご
す
時
間
」

和
最
初
の
正
月
休
み
、
ど
の
よ
う
に

お
過
ご
し
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う

令

［執筆者］

1989年 東京慈恵会医科大学医学
部卒業。2012年 スタンフォード
睡眠研究所客員准教授、2014年 
東京慈恵会医科大学准教授を経て
2019年4月から現職。東京慈恵会
医科大学客員教授。日本睡眠学会
認定医、評議員、学会認定試験・
副委員長、日本時間生物学会評議
員、日本臨床神経生理学会認定医、
日本精神神経学会専門医・指導医。

小曽根 基裕
久留米大学医学部
神経精神医学講座 准教授

おぞね もとひろ

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

や
面
倒
に
思
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
嫌
な
気
が

せ
ず
、
多
少
の
疲
れ
が
生
じ
て
も
な
ん
と
な

く
で
き
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
何
か
得
し
た

わ
け
で
は
な
い
の
に
自
然
と
「
よ
か
っ
た
な

ぁ
」
と
思
え
る
こ
と
が
あ
る
も
の
。
過
去
１

週
間
か
ら
１
カ
月
、
あ
る
い
は
学
生
時
代
の

思
い
出
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
体
験
を
し
た
記
憶
を
振
り
返
り
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
そ
う
感
じ
た
の
か
、

そ
れ
が
自
分
の
「
心
の
ツ
ボ
」
を
刺
激
す
る

体
験
だ
と
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

し
て
そ
れ
に
似
た
行
動
や
、
そ
の
行
動
の
背

景
に
あ
る
共
通
点
を
導
き
出
し
、
休
日
に
そ

の
ツ
ボ
に
関
連
し
た
行
動
を
起
こ
し
て
み
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
漫
然
と
過
ご
す
休
日
で

は
な
く
、
自
分
本
位
な
時
間
を
過
ご
し
、
い

わ
ゆ
る
「
オ
ン
と
オ
フ
」
の
あ
る
時
間
で
構

成
さ
れ
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。
こ
れ
は
、
平
日
早
く
帰
宅
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
で
き
た
時
間
に
も
ぜ
ひ
や
っ
て

休
日
の
過
ご
し
方
の
工
夫

第 

７ 

回

図 生活の質（QOL）に影響を与える因子

伊藤洋、松永直樹、小曽根基裕ら「勤労者のストレスと休養との関係に関する調査​」
厚生労働省科学研究費補助金健康科学総合研究事業 平成17年度総括・分担研究報告書

（相関係数​）

睡眠の状態

仕事のコントロール度のなさ

上司・同僚の支援のなさ

職場以外のストレス

週末のくつろぎ

毎日の仕事後のくつろぎ

仕事の量的負担

年齢

女性

0 0.05 0.1 0.15 0.2 0.25 0.3 0.35 0.4 0.45

影響が強い
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　多くの人はこの問題と対策の必
要性を理解していましたが、中に
は「リスクはゼロにはならないの
だから、おいしければいい。その
人が納得して食べればいい」とい
う意見もありました。
　しかし、過去に多数の犠牲者が
出ているからこそ、多くの人たち
を対象に食事や食品を提供する企
業・個人については、資格や認定、
監視などの安全体制整備があり、
また、事故が起きた場合には営業
停止や店名の公表などの制裁（行
政処分）があります。お店が潰れ
てしまったり、関係者が仕事を失
ったりという2次的・3次的な問題
も生じるでしょう。それほどに、
集団を対象にした衛生管理の基
準・責任は、家庭での衛生管理と
は大きく異なるのです。
　皆さんの周囲に、この違いを知
らない人や誤解をしている人がい
たらぜひ教えてあげてください。

感 染 症 対 策
事例から学

ぶ

家庭と集団での衛生管理の違い第 7 回

　自分や家族が感染症にならない
ようにしようと考えた時に、何を
どこまでやればいいのだろう？と
悩む方は多いと思います。大雑把
に分けると、
①ぜひやりましょう（やらないと 
　危ない）
②できるならやったほうがいいか 
　も（危ない目に遭う人を減らせ 
　る効果あり）
③やらなくてもいいけれど、納得 
　や気分のためにやってもいい
④やらないほうがいい（かえって 
　害になる）
の4カテゴリーがあります。
　ここで大切なのは、個人や家庭
で行う対策と、集団を対象にした
対策では、やらなくてはいけない
こととその責任が異なる、という
ことです。
　例えば、「普段から手を洗わな
いで料理しているけれど、家族は
病気になったことがない」として
も、「だからレストランの調理ス
タッフも手を洗わなくて大丈夫」
といえるでしょうか？
　結婚式場での食中毒がわかりや
すいのですが、調理してから食べ
るまでに一定の時間があります。
この時に菌が増える。それをたく
さんの人が食べるので、大勢が同
時期に体調不良になる。さらにそ
の人たちから家庭へと感染が広が
る。このように、集団の衛生管理

を怠ると、被害が大規模化しやす
いという構造があるのです。
　先日、SNSに投稿された寿司職
人の写真が話題になっていました。
男性が多い寿司職人の世界で女性
ががんばっている、というよい話
でもあったのですが、一方でその
衛生管理が問題に。彼女は着物を
着て寿司を握っているのですが、
その袖がまな板などの調理器具に
触れている、髪の毛が前に垂れて
いる（無意識に髪を触ることにな
りかねない）といったことが指摘
されていたのです。
　中でも一番の問題は、指に絆創
膏が貼られていたこと。手指に傷
のある人が調理をすることで食中
毒の発生リスクが高まることはよ
く知られていますので、このよう
な場合は少なくとも素手や絆創膏
をしたままの手で食品を触らない、
他の人に担当を代わってもらう、
などの工夫が必要です（図）。

堀　成美
神奈川大学法学部、東京女子医科大学看護短期大学卒業。
2009年国立感染症研究所実地疫学専門家コース（FETP）
修了。同年聖路加国際大学助教、2013年より国際医療研
究センター感染症対策専門職、2015年より国際診療部医
療コーディネーター併任。2018年8月より現職。

国立国際医療研究センター 特任研究員

［執筆者］

ほり なるみ

知ろう！ 防ごう！ 食中毒図

公益社団法人　日本食品衛生協会ホームページ「食中毒･食の安全Q&A」より　

調理前にはよく手を洗う

手指に傷があるときは、できる限り調理しない

調理中に髪の毛や顔などに触れない

下ごしらえから調理、食べるまでの時間は
なるべく短時間にする

調理器具の洗浄・殺菌を十分に行う
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私
は
１
９
８
８
年
に
愛
媛
大
学
を
卒
業
し
、

循
環
器
医
を
め
ざ
し
て
帝
京
大
学
の
内
科
に

入
局
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
感
染
症
学
の
教

授
か
ら
ボ
ト
ル
キ
ー
プ
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
頂

戴
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
ま

ま
感
染
症
医
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平

凡
な
ウ
イ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
心
が
舞
い
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
若

さ
ゆ
え
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

当
時
、
感
染
症
学
は
内
科
学
の
中
で
も
隅

っ
こ
の
領
域
で
、
あ
た
か
も
恐
竜
時
代
の
哺

乳
類
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
医
局
の
中
で
人

　

幸
運
に
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
は
執
務
室
の
み
の

職
場
で
、
重
機
を
用
い
た
り
危
険
な
有
機
溶

剤
を
扱
う
こ
と
は
な
く
、
ま
た
健
康
管
理
室

が
細
部
に
わ
た
り
機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

私
に
も
長
期
間
務
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
今
で
は
社
員
の
方
々
の
顔
も
わ
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
途
中
、
研
究
に
蹉さ

跌て
つ

し

た
私
は
、
大
学
を
辞
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

設
し
ま
し
た
。
開
業
医
に
は
昨
今
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
産
業
医
に
つ
い
て
も
単
な
る
産
業
医
で

は
な
く
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
に
特
化
し
た
産
業
医
で

あ
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

組
織
を
健
全
に
保
つ
に
は
、
個
別
の
訴
え

の
み
に
過
度
に
流
さ
れ
て
は
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。
物
事
の
判
断
基
準
に
普
遍
性
が
求
め

ら
れ
る
の
で
す
。
私
は
そ
の
点
で
「
人
間
ら

し
さ
」
を
重
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
時
勤
務
の
人
で
も
そ
の
内
実
が
人
間
ら
し

く
な
け
れ
ば
問
題
で
す
し
、
逆
に
時
間
外
労

働
が
見
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
人
間
と
し
て
輝

き
を
放
つ
生
活
な
ら
ば
、
あ
る
程
度
目
を
つ

む
る
と
い
う
態
度
で
す
。
規
則
を
軽
視
す
る

の
で
は
な
く
、
人
間
あ
っ
て
の
規
則
で
あ
る

こ
と
を
意
識
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

人
間
ら
し
さ
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
私
は

２
つ
の
話
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
第
１
は

人
間
存
在
を
苦
と
捉
え
て
、
そ
の
苦
を
「
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
」
と
定
義
し
た
、

紀
元
前
の
初
期
仏
教
の
人
間
観
で
す
。
確
か

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
に
特
化
し
た
産
業
医

「
人
間
ら
し
さ
」を
判
断
基
準
に

第      
回
6

株
式
会
社
電
通
国
際
情
報
サ
ー
ビ
ス（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
）

産
業
医 
宮み

や

下し

た 
琢た

く 

氏

産
業
医

問
訪

連載
新

い
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

そ
う
し
た
中
で
患
者
を
守
り
つ
つ
病
院
を
維

持
す
る
と
い
う
視
点
が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
わ
れ
わ
れ
感
染
症
医
は
、
個
を
見
て
全

体
を
保
つ
こ
と
を
本
来
の
使
命
と
受
け
止
め

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
院
内
感
染
対
策
の
極

意
が
、
今
日
の
産
業
医
活
動
に
非
常
に
役
立

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

産
業
医
の
資
格
は
、
当
時
の
流
行
に
乗
じ

て
取
得
し
た
も
の
で
す
。
一
時
期
臨
床
医
の

間
で
産
業
医
の
免
許
を
取
っ
た
方
が
よ
い
と

の
噂
が
流
れ
、
産
業
医
が
何
た
る
か
も
知
ら

ぬ
ま
ま
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
不

謹
慎
な
私
に
、電
通
国
際
情
報
サ
ー
ビ
ス（
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｄ
）
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
担
当
の
医
師

か
ら
、
内
科
の
産
業
医
を
探
し
て
い
る
と
声

掛
け
が
あ
っ
た
の
は
、
運
が
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
抜
け
目
な
く
そ
の
場
で
自
分
を
売

り
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
と
の
お
付

き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。あ
れ
か
ら
15
年
。

自
分
も
何
と
か
産
業
医
の
端
く
れ
と
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

に
私
た
ち
の
生
活
を
振
り
返
れ
ば
、
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
逆
に
思

い
通
り
に
な
る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
人
間
の
生
活
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
２
は
明
治
期
の
教
育
者
、
新
渡
戸
稲
造

が
説
く
「
一
人
前
」
の
話
で
す
。
彼
は
人
の

能
力
を
容
器
に
例
え
て
、
一
人
前
と
は
そ
の

器
を
満
た
す
べ
く
全
力
で
挑
む
こ
と
と
論
じ

て
い
ま
す
。
器
の
大
き
い
人
が
手
を
抜
い
た

場
合
、
仮
に
小
さ
い
器
の
人
よ
り
結
果
が
優

れ
て
い
て
も
、
小
さ
い
器
を
満
た
し
て
い
る

人
の
方
が
人
間
的
に
は
上
で
あ
る
と
す
る
見

解
で
す
。
私
は
人
間
ら
し
さ
を
探
求
す
る
に

は
、
こ
の
よ
う
な
先
人
の
思
想
を
看
過
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
産
業
医
活
動
の
一
環
と
し
て
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
健
康
管
理
室
が

全
社
員
に
発
信
し
て
い
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

に
、
毎
月
１
回
文
章
を
寄
せ
る
こ
と
で
す
。

開
始
し
て
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
内
容
は

日
常
の
平
凡
な
出
来
事
を
題
材
に
、
い
の
ち

を
支
え
る
臨
床
医
の
立
場
か
ら
、
自
分
が
感

じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
社
員
は
一
日
中
パ
ソ
コ
ン
と
向

き
合
っ
て
い
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩

時
間
に
そ
れ
を
読
ん
で
、
ア
ナ
ロ
グ
思
考
を

取
り
戻
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
つ

ま
り
こ
れ
は
、
私
が
全
社
員
に
あ
ま
ね
く
提

供
で
き
る「
医
療
」な
の
で
す
。
多
忙
な
日
々

の
中
で
、
生
き
方
や
人
生
を
振
り
返
る
端
緒

と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

知
れ
ず
生
息
し
て
い
る
小
さ
な
集
団
に
甘
ん

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
院
内
感
染
と
い

う
概
念
が
輸
入
さ
れ
る
と
、
い
き
な
り
厳
し
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国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ
フ
が
取
り
組

む
「
思
い
出
の
ラ
ン
ド
セ
ル
ギ
フ
ト
」
は
、

日
本
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

青
空
教
室
な
ど
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
国
際
支
援
活
動
で
す
。

　

い
ま
だ
内
戦
の
続
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
十
分
な
教
育
を
受
け

ら
れ
ず
、
特
に
女
の
子
は
２
人
に
１
人
し
か

小
学
校
に
寄
贈
。「
女
の
子
も
学
校
へ
行
こ

う
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
配
付
の
際
、
ラ
ン
ド
セ
ル
と
一
緒
に

イ
ラ
ス
ト
で
の
保
健
教
育
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
保

護
者
向
け
に
配
り
、子
ど
も
た
ち
を
介
し
て
、

文
字
が
読
め
ず
情
報
が
行
き
届
か
な
い
家
庭

へ
、
健
康
や
栄
養
、
衛
生
な
ど
の
知
識
を
広

め
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

学
校
に
通
え
て
い
ま
せ
ん
。
文
字
の
読
み
書

き
が
で
き
な
い
成
人
女
性
も
多
く
、
自
身
の

健
康
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

予
防
接
種
や
栄
養
の
情
報
も
得
ら
れ
に
く
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
思
い
出
の
ラ
ン
ド
セ
ル
ギ
フ
ト
」
は
、
男

の
子
に
も
女
の
子
に
も
平
等
に
ラ
ン
ド
セ
ル

を
配
付
し
、
女
の
子
が
学
校
へ
行
く
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
て
か
ら
16
年
間
で
、
22
万
個

以
上
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

国際協力NGO

ジョイセフとは

ジョイセフは、世界の女性の命と健康を守る
ために活動している日本生まれの国際協力
NGOです。1968年創立。国連、国際機関、
現地のNGOや地域住民と連携し、アジアや
アフリカで、保健分野の人材養成、物資支援、
プロジェクトを通して生活向上等の支援を行
っています。2018年4月、創立50周年を迎
えました。

思
い
出
の

ラ
ン
ド
セ
ル
ギ
フ
ト

子
ど
も
た
ち
の

思
い
を
乗
せ
て

日
本
で
の
役
割
を
終
え
た
ラ
ン
ド
セ
ル
が

海
外
で
女
の
子
の
教
育
と
健
康
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
配
布
が

家
族
の
健
康
を
守
る
第
一
歩
に

世界では1日約800人の女性が妊娠・出産・中絶で命を落としています。
その現実を変えるため、ホワイトリボンの名の下に世界各地のランナーが
アクションを起こすチャリティーラン大会「ホワイトリボンラン」。
5年目の今年は東京、大阪、広島をメインに全国各地で開催されます。
大会公式Tシャツを着て走れば、どこでも誰でも参加可能。エントリー費
はジョイセフが活動する途上国の女性支援になります。

ランドセルの
寄贈方法

❶
ランドセル１個につき1,800円の
海外輸送費募金を振り込む
（銀行・郵便振替・クレジットカード・コンビニ）

❷ランドセルを指定倉庫に送付（送料は寄贈者負担）

❸新品のノートや鉛筆、ボールペン、消しゴムなども集めている

詳細はジョイセフホームページ
（joicfp.or.jp/rand）で。

詳細・お申し込みは➡wrun.jp　エントリー締切：2020年1月22日（水）

ホワイトリボンラン2020
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私の健康づくり

C o l u m n
保健
師

コラム

このコラムでは、本会の保健師が
自分の健 康づくりのために行っていることを紹介します

　学生時代は運動部でしっかり運
動をしていましたが、社会人にな
ってからというもの、これといっ
た定期的な運動をしなくなってし
まいました。電車に乗れば「座り
たい」「少しでも休みたい」となり、
階段を上れば息が切れ、自分の体
力の衰えを日々感じ、「運動をし
なければいけない」とは思ってい
ました。でもきっかけが見つかり
ませんでした。
　ある日雑誌を読んでいたところ、
ゴルフ部メンバー募集の記事を見
つけ、「自然の中を歩いて朝から
運動！なんて健康的！これだ！」
と思い、ゴルフを始めることにし
ました。

　久々の運動となった初ゴルフで
は、あちこちに飛んでしまうボー
ルを追いかけ、18ホール終わる頃
にはヘトヘトに。そこで、まずは

「体力作り」と「体幹を鍛えて飛
距離を伸ばす」という目標を立て
てがんばることに決めました。
　体力作りのために、近所のジム
に週2回程のペースで通い始め、
筋肉トレーニングと有酸素運動を
それぞれ30分程度するようにな
りました。
　具体的には、まず自転車で10分
ウォーミングアップします。その
後に、背筋、腹筋、二の腕、脚の
筋力をつけるためのマシン運動を
行います。筋トレが終わったらス
トレッチでからだをリラックスさ
せて、最後にクロストレーナー※

をします。

　筋トレと有酸素運動の組み合わ
せによって、有酸素運動の効果を
最大限に引き出すことが可能です。
　筋トレは正しいフォームをイン
ストラクターに確認してもらいな
がら、効果的な筋収縮を行うよう
に意識しています。その結果、運
動を始める前に比べ、体脂肪率が
下がり、全身の筋肉量が上がりま
した。

　ジムでの体力作りによって、ゴ
ルフも18ホールしっかり回りきる
ことができるようになりました。
　また体幹を鍛えたことで、飛距
離も150ヤードから200ヤード程に
アップし、スコアの改善もみられ
ました！
　普段の生活でも階段を使用しよ
うという気持ちになれたり、軽く
走ることができたりと、からだの
変化を感じています。
　これからも目標を持ち、楽しみ
ながら、ゴルフもジムも続けてい
きたいと思います。

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝
佐川裕美
本会保健師

第 4 回 ゴルフとジムで体力アップ

★★ 今回のテーマ ★★ ★★ 私のチャレンジ ★★ 

★★ ジムでの運動の効果 ★★ 

★★ 試してみて ★★ 

※ 手足を交互に動かして筋運動させるマシン
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管理
栄養
士

コラム

管理栄養士とめぐる歴食の旅 
第 7 回 「おやつ」を上手に摂るには

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

「冬休みにおやつを食べ過ぎて、
体重が…」という声があちこちか
ら聞こえてくるこの時期、皆さん
はいかがでしょうか？

　江戸時代の中頃までは日本人の
食事は朝夕の２回だったため、昔
の時刻で「八

や つ ど き

つ刻（現在の14 〜
16時）」に空腹をしのぐため、穀
類や果物などを調理した軽食を摂
っていました。
　江戸時代後期には暮らしも安定
し、食事も１日３回に増えました。
その頃、白砂糖の製法が伝来し、
庶民も砂糖菓子や饅頭など甘いも
のが食べられるようになり、八つ
刻の軽食がいつしか「お八つ」と
呼ばれるようになったそうです。

「おやつ」は八つ刻の14 〜16時

頃に食べるのがおすすめです。理
由として、昼食から３〜４時間経
つと血糖値が下がるため、頭がぼ
んやりしたり空腹感を覚えること
に加え、飲食したものが脂肪とし
て蓄積されにくい時間帯であるこ
とがあげられます。
　おやつの１日の目安量は200 
kcal程度です。市販の菓子類はほ
とんど栄養成分表示がありますの
で、200kcalを意識して、ダラダ
ラ食いを防ぎましょう。
　また、あらかじめ食べる分を取
り分ける、食べ過ぎてしまうもの
の買い置きはしないなど、環境を
工夫することもポイントです。

　不足しがちなビタミン・ミネラ
ル・食物繊維の補充に、乳製品や
果物、ナッツなどの種実を「おや
つ」にしてみましょう。最近注目

されているアーモンドにはビタミ
ンＥやビタミンＢ、食物繊維、抗
酸化作用の高いオレイン酸が含ま
れています。ただし、選ぶ時は無
塩で、油で揚げていないものがお
すすめ。よく噛んで甘味を感じて
みてください。

　残業などで夕食が21時以降にな
る場合は、残業中に補食としてお
にぎりやサンドイッチなどの軽食
を摂ってはいかがでしょう。この
場合、19時頃までに食べるように
します。そして帰宅後はおかずだ
け食べることで、遅い時間に摂る
エネルギーを減らし、空腹による
食べ過ぎ防止にもなります。

「おやつ」はからだとこころの栄
養になります。おいしく、上手に
利用しましょう。

「おやつ」の語源

「おやつ」に適した時間と量

「おやつ」で栄養アップ

補食として食べるなら

・ホットケーキミックス粉…………………………………… 150g
・すりおろしたにんじん… ………………………………… 150g
・卵…………………………………………………………… 1個
・砂糖………………………………………………………… 25g
・牛乳……………………………………………………… 100cc

材料

今回の
一品
にんじんのカステラ風　（2017年度本会人間ドックお弁当より）

「子どものおやつに作りたい」という声を多くいただいたメニューです。
にんじんにはβカロテンや不足しがちな食物繊維が豊富です。

すべての材料をボウルに入れて混ぜる。

オーブンを予熱し、170度で15分程度焼く。

焼き上がったらオーブンから取り出す。

流し缶1個あたり：エネルギー 848kcal、塩分2ｇ
〈17.5㎝×17.5㎝の流し缶 1個程度〉

なめらかに混ざり合ったら、流し缶などに流し入れる。

鶴田 浩子
本会管理栄養士
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自
体
の
収
縮
力
が
低
下
し
て
力
を
入
れ
に
く

く
な
る
か
ら
で
、
そ
う
す
る
と
腰
椎
へ
の
支

持
力
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

腰
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
深
層
筋

の
収
縮
力
ア
ッ
プ
と
、
反
応
を
よ
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

深
層
筋
の
中
で
も
、
腹
横
筋
と
い
う
、
腹

巻
き
の
よ
う
に
付
い
て
い
る
自
前
の
「
コ
ル

セ
ッ
ト
筋
」が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

座
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
多
い
、
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
、
日
常
で
の
活

動
量
が
少
な
い
な
ど
の
生
活
を
送
る
人
や
腹

囲
が
増
え
て
い
る
人
は
、
深
層
筋
を
使
う
機

会
が
少
な
く
、
自
前
の
「
コ
ル
セ
ッ
ト
筋
」

が
緩
み
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

　

改
善
す
る
に
は
、「
コ
ル
セ
ッ
ト
筋
」
を

意
識
し
て
使
う
機
会
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し

ょ
う
。
ベ
ル
ト
や
コ
ル
セ
ッ
ト
を
装
着
す
る

時
に
お
腹
を
締
め
る
要
領
で
、
電
車
の
中
で

立
っ
て
い
る
時
、歯
み
が
き
を
し
て
い
る
時
、

歩
い
て
い
る
時
な
ど
、日
常
生
活
の
中
で「
コ

ル
セ
ッ
ト
筋
」
を
引
き
締
め
る
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
う
ま
く
力
を
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

反
応
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
下
の
よ
う
な
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

ス
テ
ッ
プ
１
で
肩
の
力
が
抜
け
て
、
呼
吸

し
な
が
ら
力
を
入
れ
ら
れ
る（
締
め
ら
れ
る
）

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
反
応
が
よ
く
な
っ
た
徴

候
で
す
。
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
効
果
が
出

ま
す
の
で
、
毎
日
意
識
し
て
「
コ
ル
セ
ッ
ト

筋
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

前
※
、
浅
層
筋
と
深
層
筋
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た
が
、
浅
層
筋
は
動

作
を
行
う
筋
肉
、
深
層
筋
は
骨
や
関
節
が
安

定
し
て
動
く
た
め
に
支
持
す
る
筋
肉
と
い
え

ま
す
。
こ
の
浅
層
筋
と
深
層
筋
を
使
う
タ
イ

ミ
ン
グ
が
狂
う
と
、
腰
に
余
計
な
負
荷
が
か

か
り
ま
す
。

　

浅
層
筋
（
腹
直
筋
や
脊
柱
起
立
筋
な
ど
）

が
先
に
動
き
出
し
、
深
層
筋
の
収
縮
が
遅
れ

る
よ
う
な
動
き
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
浅

層
筋
の
緊
張
が
高
ま
り
、
関
節
や
筋
肉
の
痛

み
や
凝
り
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

深
層
筋
の
収
縮
が
遅
れ
る
の
は
、
深
層
筋

以

健康運動指導士コラム

第 7 回

からだ整えていますか？

腰をいたわる方法❷

瀬戸口恵子
本会健康運動指導士

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

※2019年春号（No.4） 、秋号（No.6 ）

❶ 息を吐きながら、
　 下腹部を背骨に近づけるように、
　 お腹と肛門を締める

❷ その状態のまま息を吸う

❸ ❶❷を10回繰り返す

ステップ １

コルセット筋の
エクササイズ

❶ ステップ１のようにお腹を締め、
　 四つんばいになる

❷ 左手と右足を上げて
　 そのまま10秒キープする

❸ 右手と左足も❷と同様に行う

ステップ 2

＊呼吸は楽に行う

＊左右のお尻と肩の高さが
　同じになるように行う
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の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の

体
内
に
い
る
別
の
生
物
と
し
て
研
究
の
歴
史

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
８
章「
生
命
は
分
子
の『
淀
み
』」で
は
、

デ
カ
ル
ト
の
「
生
命
現
象
は
す
べ
て
機
械
論

的
に
説
明
可
能
」
と
い
う
考
え
方
に
対
し
、

―
―
生
命
は
そ
の
物
質
的
構
造
基
盤
に
依
存

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
可
変
的
で
永
続
的

な
「
流
れ
」
で
あ
り
、
生
命
現
象
と
は
構
造

で
は
な
く
「
効
果
」
で
あ
る
―
―
と
い
う
著

者
の
見
解
が
語
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
第
９
章

の
「
動
的
平
衡
を
可
視
化
す
る
」
で
は
、
生

命
を
下
り
坂
で
の
円
弧
と
し
て
図
示
し
、
合

成
と
分
解
に
よ
り
動
的
平
衡
状
態
を
維
持
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
数
学
的
に
解
明
し
よ
う
と

す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

本
書
は
生
命
、
あ
る
い
は
生
命
現
象
の
神

秘
に
つ
い
て
分
子
生
物
学
の
立
場
か
ら
分
析

的
に
、
ま
た
時
間
に
つ
い
て
は
哲
学
的
に
、

運
動
に
つ
い
て
は
数
学
的
に
解
説
さ
れ
、
大

変
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
あ
る
い
は
健
康
状
態
を
理
解
す
る
上
で

も
有
意
義
な
一
冊
だ
と
思
い
ま
す
。

ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
続

く
第
４
章
の「
そ
の
食
品
を
食
べ
ま
す
か
？
」

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
含
め
た
食
品

の
安
全
に
つ
い
て
の
論
考
。
生
物
に
不
自
然

な
負
荷
が
か
か
り
、
動
植
物
の
平
衡
系
が
乱

さ
れ
る
こ
と
、「
ス
ト
レ
ス
応
答
反
応
」
出

現
へ
の
恐
れ
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
章
の
「
生
命
は
時
計
仕
掛
け
か
？
」

で
は
、
分
化
の
時
計
を
止
め
た
ま
ま
で
い
ら

れ
る
細
胞
と
し
て
Ｅ
Ｓ
細
胞
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
な
ど
の
初
期
化
し
た
多
能
性

細
胞
に
言
及
し
、
そ
の
可
能
性
と
限
界
に
つ

い
て
「
時
間
」
の
概
念
か
ら
明
解
に
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

第
６
章
「
ヒ
ト
と
病
原
体
の
戦
い
」
で
は
、

う
つ
る
病
気
と
う
つ
ら
な
い
病
気
に
つ
い
て

詳
細
に
述
べ
ら
れ
、
第
７
章
「
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
・
ミ
ス
テ
リ
ー
」
で
は
細
胞
内
小
器
官

Book Review

お
す
す
め
の
一
冊

福
岡
伸
一『
新
版 

動
的
平
衡 

―
― 

生
命
は
な
ぜ
そ
こ
に
宿
る
の
か
』

1977年千葉大学医学部卒業後、整形外科学
を専攻し、脊椎外科とくに脊柱変形の基礎・
臨床研究に従事。1990年千葉大学医学部講
師(整形外科学) 、1997年千葉大学教育学部教
授(臨床医科学・看護学)を経て現職。　

いそべ整形外科 院長

礒辺 啓二郎
いそべ　けいじろう

新版 動的平衡
生命はなぜそこに宿るのか

福岡伸一
小学館新書

子
生
物
学
者
で
あ
る
著
者
は
、
本
書

に
お
い
て
、
生
命
現
象
は
本
来
的
に

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
対
象
と
は
な
り
難
い
、
で

は
い
っ
た
い
生
命
現
象
と
は
何
な
の
か
？　

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
持
論
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
生
命
・
自
然
・
環
境
―
―
そ

こ
で
生
起
す
る
す
べ
て
の
現
象
の
核
心
を
解

く
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
動
的
平
衡
（dynam

ic 
equilibrium

）」
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
章
「
脳
に
か
け
ら
れ
た
『
バ
イ

ア
ス
』」
で
は
、
人
類
の
脳
に
は
、
そ
の
進

化
の
過
程
で
ラ
ン
ダ
ム
な
も
の
の
中
に
で
き

る
だ
け
法
則
や
パ
タ
ー
ン
を
見
出
そ
う
と
す

る
作
用
が
加
わ
っ
て
き
た
と
解
説
し
ま
す
。

　

第
２
章
の
「
汝
と
は
『
汝
の
食
べ
た
物
』

で
あ
る
」
で
は
、
食
環
境
が
私
た
ち
生
物
の

あ
り
よ
う
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
食
物
の

分
解
と
合
成
と
の
動
的
平
衡
状
態
が
「
生
き

て
い
る
」
こ
と
に
な
る
と
述
べ
、第
３
章
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
の
科
学
」
で
は
、「
飢
餓
」
こ
そ

が
人
類
の
歴
史
で
あ
り
、
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
脂
肪
に
換
え
て
貯
蔵
す
る
生
化
学
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
進
化
が
、
そ
の
ま
ま
肥
満
の
メ
カ

分
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経
済
的
に
も
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
的
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

こ
と
を
深
く
理
解
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
多
方
面

か
ら
喫
煙
従
業
員
に
禁
煙
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
今
後
喫

煙
者
は
採
用
し
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

本
会
で
も
、
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
い
た
健
康
相
談
や

指
導
は
活
動
の
基
本
で
あ
り
、
受
診
者
に
健
康
指
導
を
す
る

に
は
そ
の
職
員
自
身
が
健
康
な
生
活
に
努
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
喫
煙
は
健
康
を
害
す
る
最
大
の
因
子
で
あ
り
、
健
康

産
業
に
携
わ
る
組
織
の
職
員
は
全
員
が
非
喫
煙
者
で
あ
る
こ

と
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

本
会
の
運
営
す
る
保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
禁
煙
外
来

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
一
日
も
早
く
喫

煙
者
の
一
人
も
い
な
い
職
場
に
し
た
い
も
の
だ
。

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

金
子
昌
弘

　

日
本
超
音
波
医
学
会
の
第
31
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
学
術

集
会
が
10
月
19
～
20
日
、
関
口
隆
三
会
長
（
東
邦
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
大
橋
病
院
放
射
線
医
学
講
座
教
授
）
の
下
、

「Im
agination! 

形
態
か
ら
機
能
、
そ
し
て
…
」
を
テ
ー
マ

に
東
京
都
江
東
区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

超
音
波
検
査
の
対
象
臓
器
で
あ
る
各
領
域
か
ら
１
１
７
題

が
発
表
さ
れ
た
他
、
各
領
域
で
の
特
別
企
画
が
行
わ
れ
た
。

参
加
人
数
は
１
７
０
０
人
を
超
え
盛
況
だ
っ
た
。

　

今
回
筆
者
は
本
会
で
発
見
さ
れ
た
胆
嚢
が
ん
の
症
例
を
報

告
し
た
。
超
音
波
検
査
の
所
見
か
ら
病
変
の
深
部
に
低
エ
コ

ー
領
域
を
認
識
し
、
深
達
度
Ｓ
Ｓ
の
胆
嚢
が
ん
と
診
断
、
腹

腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
が
施
行
さ
れ
た
。
病
理
組
織
診
断
は
胆

嚢
頚
部
か
ら
体
部
に
存
在
す
る
胆
嚢
が
ん
で
、
肉
眼
型
は
乳

頭
膨
張
型
、
腫
瘍
は
乳
頭
状
腺
癌
、
深
達
度
は
Ｓ
Ｓ
で
あ
っ

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
専
門
医
か
ら
の
意
見
や
病
理
か
ら
み

た
病
変
の
解
説
な
ど
が
交
わ
さ
れ
、
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
肝
臓
、
膵
臓
の
演
題
を
聞
き
、
健
診
施
設
で
は

み
ら
れ
な
い
症
例
か
ら
病
院
内
で
も
珍
し
い
組
織
像
を
示
し

た
症
例
等
、
多
く
の
演
題
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

形
態
評
価
や
深
達
度
評
価
を
す
る
際
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

は
描
出
困
難
な
部
位
も
超
音
波
検
査
で
は
観
察
で
き
る
こ
と

も
あ
り
、
診
断
の
た
め
の
検
査
と
し
て
超
音
波
検
査
は
大
変

有
用
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

こ
の
学
会
で
得
た
知
識
と
検
査
技
術
を
こ
れ
か
ら
の
業
務

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

検
診
検
査
部　

程
田
琴
美

　

日
本
タ
バ
コ
フ
リ
ー
学
会
の
第
８
回
学
術
大
会
を
９
月
22

日
に
東
京
都
新
宿
区
の
東
医
健
保
会
館
で
開
催
し
た
。

　

私
が
こ
の
学
術
大
会
の
大
会
長
を
務
め
る
の
は
２
回
目
で
、

前
回
は
６
年
前
に
、「
タ
バ
コ
の
な
い
社
会
を
目
指
そ
う
―

―
検
診
・
健
診
と
市
民
運
動
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
テ
ー

本
会
の

動
活

日
本
超
音
波
医
学
会
第
31
回
関
東
甲
信
越

地
方
会
学
術
集
会
に
参
加
・
発
表

第
８
回
日
本
タ
バ
コ
フ
リ
ー
学
会

学
術
大
会
を
主
催
し
て

か
ら

　

第
61
回
日
本
先
天
代
謝
異
常
学
会
総
会
、
な
ら
び
に
第
17

回
ア
ジ
ア
先
天
代
謝
異
常
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
10
月
24
～
26

日
、
高
橋 

勉
会
長（
秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

小
児

科
学
講
座
教
授
）
の
下
、秋
田
県
秋
田
市
に
て
開
催
さ
れ
た
。

本
総
会
は
「
こ
の
想
い
、
明
日
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
繋
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
４
４
７
人
の
医
療
従
事
者
が
参
加
し
た
。

　

先
天
代
謝
異
常
症
と
は
、
遺
伝
的
に
特
定
の
酵
素
等
の
機

能
が
欠
損
あ
る
い
は
活
性
の
低
下
に
よ
り
、本
来
の
身
体（
細

胞
）
の
機
能
が
働
か
ず
、
治
療
せ
ず
に
放
置
す
る
と
生
命
の

維
持
に
危
険
を
呈
し
た
り
、
各
種
障
害
を
き
た
す
疾
患
の
総

称
で
あ
る
。

　

総
会
で
は
各
種
疾
患
の
症
例
報
告
や
治
療
法
お
よ
び
早
期

発
見
の
た
め
の
研
究
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
中
で

も
、
細
胞
内
小
器
官
の
一
つ
の
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
機
能
に
関
わ

る
酵
素
欠
損
疾
患
（
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病
）
に
つ
い
て
多
く
の

報
告
が
あ
っ
た
。
近
年
、ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病
は
治
療
法
（
薬
）

の
進
歩
に
伴
い
、
早
期
発
見
の
検
査
で
あ
る
新
生
児
マ
ス
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｎ
Ｂ
Ｓ
）
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、「
東
京
都
に
お
け
る
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
尿
症

マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
成
績
と
２
次
検
査
法
の
有
効
性
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
報
告
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
行
っ

た
。　

　

本
症
は
ア
ミ
ノ
酸
代
謝
異
常
症
の
一
つ
で
あ
り
、
本
会
で

は
Ｎ
Ｂ
Ｓ
が
開
始
し
た
１
９
７
７
年
か
ら
現
在
ま
で
に
10
例

の
罹
患
者
を
早
期
発
見
・
治
療
に
導
い
た
。

　

本
法
を
行
う
検
査
機
関
は
多
く
な
い
が
、
本
会
で
は
、
１

次
検
査
で
疑
わ
し
い
例
を
拾
い
上
げ
た
後
に
、
２
次
検
査
と

し
て
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
／
タ
ン
デ
ム
質
量
分
析
装

置
を
使
用
し
、
本
症
に
特
異
的
な
マ
ー
カ
ー
の
検
出
を
行
っ

て
い
る
。
再
検
査
率
、
精
密
検
査
率
が
全
国
と
比
較
し
て
も

少
な
く
、
陽
性
的
中
率
も
高
い
た
め
罹
患
者
の
早
期
発
見
お

よ
び
偽
陽
性
例
の
低
減
に
２
次
検
査
が
有
効
で
あ
っ
た
と
結

論
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
想
う
気
持
ち
を
胸
に
、

よ
り
有
益
な
検
査
が
で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

小
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科　

渡
辺　

和
弘

　

第
53
回
日
本
側
彎
症
学
会
学
術
集
会
が
11
月
８
～
９
日
、

群
馬
県
高
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
学
術
集
会
は
「
全
脊
椎
を
様
々
な
角
度
か
ら
眺
め

て
み
よ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
人
体
の
軸
で
あ
る
脊

柱
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
・
視
点
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
、
多

数
の
一
般
演
題
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

第
61
回
日
本
先
天
代
謝
異
常
学
会

総
会
に
参
加
し
て

講
習
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

学
校
検
診
に
関
わ
る
小
児
側
弯
症
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

２
０
１
６
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
運
動
器
検
診
の
有
用
性
や

脊
柱
側
弯
症
発
見
率
が
モ
ア
レ
検
査
と
比
べ
て
低
い
な
ど
の

問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
脊
柱
側
弯
症
検
診
の
方
法
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
普
及
し
て
い
る
一
方
で
、
検
診
の
対
象
年
齢
や

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
確
固
と
し

た
検
診
シ
ス
テ
ム
構
築
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内
で
の
共
同
討
議
で
は
、
側

弯
症
検
診
と
運
動
器
検
診
と
の
関
係
性
に
触
れ
つ
つ
、
今
後

第
53
回
日
本
側
彎
症
学
会

学
術
集
会
に
参
加

マ
に
、
肺
が
ん
検
診
と

禁
煙
指
導
の
結
合
の
重

要
性
に
つ
い
て
議
論
し

た
。

　

今
回
は
本
会
も
共
催

し
て
「
喫
煙
者
ゼ
ロ
の

職
場
を
目
指
そ
う
！
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
個
人

ご
と
の
禁
煙
指
導
で
は

な
く
、
企
業
ぐ
る
み
で

禁
煙
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
を
中
心
に
、

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
を
企
画
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
喫
煙
者

の
い
な
い
職
場
に
す
る

に
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ

が
、
従
業
員
全
員
が
禁

煙
す
る
こ
と
が
従
業
員

の
健
康
の
み
な
ら
ず
、
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学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 学校保健部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1水曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

　

続
い
て
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
と
令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
た
後
、
渡
辺
厳
太
郎
医
師
（
健
康
教
育
デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
代
表
）
に
よ
る
特
別
講
演
「
健
康
管
理
と
遺
伝

学
的
検
査
―
―
身
近
で
分
か
り
や
す
い
遺
伝
の
話
」
が
行
わ

れ
た
。

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側弯症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院
名誉院長

岡田知雄
神奈川工科大学

応用バイオ科学部教授

鈴木眞理
政策研究大学院大学

教授

外来日 第3木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１水曜日 午後 第２月曜日 午後
第４金曜日 午後 第３水曜日 午後 第１金曜日 午後

　

本
会
と
本
会
の
ユ
ー
ザ
ー
が
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情

報
交
換
と
相
互
交
流
を
目
的
に
運
営
し
て
い
る
健
康
づ
く
り

人
・
往
来

東
海
大
学
の
統
合
実
習
に
協
力

の
検
診
の
あ
り
方
や
実
施
方
法
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　

ま
た
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
本
会
も
開
発
に
関
わ
っ
た
３
Ｄ

バ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
ー
（
３
次
元
モ
ア
レ
撮
影
装
置
）
が
紹
介

さ
れ
た
。
こ
の
装
置
は
、
本
会
が
実
施
し
て
い
る
脊
柱
側
弯

症
検
診
に
も
今
春
よ
り
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
在
、
人
工
知
能
を
用
い
て
モ
ア
レ
画
像
か
ら
コ
ブ
角
と

椎
体
回
旋
の
程
度
を
予
測
す
る
ソ
フ
ト
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
３
Ｄ
バ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
撮
影
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
人

工
知
能
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
に
は
モ
ア
レ

検
査
の
自
動
判
定
や
脊
椎
の
配
列
予
想
も
可
能
と
な
り
、
さ

ら
な
る
検
診
精
度
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
講
習
や
演
題
を
通
し
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら「
側

弯
症
」
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
の
で
き
た
２
日
間
だ
っ
た
。

学
校
保
健
部　

黒
澤
大
和

健
康
づ
く
り
懇
話
会
総
会
が
開
催懇

話
会
の
第
28
回

総
会
が
11
月
１
日
、

都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
先

頃
会
長
に
就
任
さ

れ
た
東
京
ト
ラ
ッ

ク
運
送
株
式
会
社

取
締
役
の
大
野
敦

也
氏
よ
り
開
会
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

本
会
で
は
毎
年
、
東
海
大
学
健
康
科
学
部
看
護
学
科
が
行

う
公
衆
衛
生
看
護
学
に
関
す
る
統
合
実
習
に
協
力
し
て
い
る
。

今
年
も
10
月
７
日
に
６
人
の
学
生
を
受
け
入
れ
た
。

　

実
習
で
は
、
労
働
衛
生
機
関
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
に

つ
い
て
、聴
講
お
よ
び
保
健
相
談
を
見
学
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

実
習
後
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、「
１
年
に
１
度
の
健
診
日
を
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て

健
康
支
援
を
行
う
の
が
、
労
働
衛
生
機
関
の
保
健
師
活
動
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
」
な
ど
の
感
想
も
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

産
業
医
科
大
学
で
は
、
５
年
生
を
対
象
に
産
業
医
学
現
場

実
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
実
習
は
、
産
業
医
実
務
の
現
場
に
お
い
て
産
業
医
の

役
割
と
活
動
を
学
生
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
産
業
医

業
務
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
産
業
医
志
向
を
よ
り
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
全
国
49
カ
所
の
事
業
場
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　

本
会
で
は
毎
年
こ
の
現
場
実
習
に
協
力
し
て
お
り
、
今
年

も
11
月
11
～
15
日
の
５
日
間
に
わ
た
り
、
２
人
の
学
生
を
受

け
入
れ
た
。

産
業
医
科
大
学
の
現
場
実
習
に
協
力
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Information

第29回 行動変容実践のための保健指導者養成セミナー

保健指導に必要な知識や理念を幅広く学びます
また、生活習慣(食生活、身体活動、禁煙、節酒など)の

具体的かつ実践的な指導技術を習得します

2月13日（木）～16日（日）日時
江東区・「東陽セントラルビル」2階ホール会場

講　師　岡山　明 氏　生活習慣病予防研究センター 代表・医学博士

第 2 9 0 回 ヘ ル ス ケ ア 研 修 会

新しい高血圧治療ガイドラインと
血圧管理――医療者の役割のジレンマ

3月25日（水）14時～16時日時
千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

講　師　久代登志男 氏　日野原記念クリニック 所長

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

日本家族計画協会(JFPA)  
03-3269-4727　※JFPAのHPからもお申込みいただけます。

問い合わせ

●受講料  40,000円＋税　※別途教材費として13,000円＋税が発生

●対象  保健師、看護師、薬剤師、管理栄養士 等

●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  200人（先着順）

第 2 8 9 回 ヘ ル ス ケ ア 研 修 会

職域で役立つ
統計の見方、考え方

1月29日（水）14時～16時日時
千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

講　師　正木基文 氏　長崎県立大学 名誉教授

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  200人（先着順）

第 2 5 9 回 学 校 保 健 セ ミ ナ ー

脊柱側弯症検診
これまでとこれから

東京都予防医学協会 学校保健部  
03-3269-1131

問い合わせ

2月18日（火）15時～17時日時
新宿区・「ホテルグランドヒル市ヶ谷」３階瑠璃会場

講　師　渡辺航太 氏　慶應義塾大学医学部整形外科学教室 准教授

●対象  養護教諭・学校関係者　●参加費  無料
●申込不要　●定員  200人（先着順）
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●『よぼう医学』は本会ホームページ（https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/）からもご覧いただけます。
※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

Eメール koho@yobouigaku-tokyo.jp
F A X 03-3269-7562
T E L 03-3269-1131

◉送付先の変更・送付中止について
　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室
までお知らせください。

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人東京都予防医学協会 広報室
TEL 03-3269-1131　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理コンサルタントセンターの幹事であ
る医師が事業所、学校、各種団体の健康
管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

健康管理コンサルタントセンター
コンサルテーションのご案内

健康管理相談を
お引き受けします

　日頃より、公益財団法人東京都予防医学
協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くだ
さりありがとうございます。

◉個人情報の取扱いについて

　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている
皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、役
職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、
本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管理の下に運用
しております。送付名簿からの削除や変更を希望される場
合には、お手数ですが、下記広報室までご連絡ください。

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

令和となって初めての新春を迎えるにあたり

都民の皆様の健康づくりに携わる健康支援機関として

役職員一同、気持ちも新たに

各種の保健事業に取り組んでまいる所存です

今年もどうぞよろしくお願いいたします

公益財団法人 
東京都予防医学協会 役職員一同
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